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 3.1 韓国：モデルケース 
 3.2 インドネシア・フィリピン 
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 3.2 インドネシア・フィリピン 




となる 2000-2001 年平均値から 80%以上の実質増価している。一方対ドル名目相場
をみると、リーマンショック直後に20%程の名目減価をみせるが、概ね安定的に推移
している。対AMU実質乖離指標についての単位根検定の係数の大きさを見ると、為


















































































































































性（自由度）にあるのか、3 つの政策課題のうち 2 つを重視する限りは、残る一つを
放棄せざるを得ない状態に陥る。実際には各国経済それぞれの政策目標や政策課題に
したがって、3 つの政策課題を頂点とする三角形の辺の中間的な位置で、政策運営を







































 ⅴ アジア通貨で構成されるアジアの地域通貨計算単位には、アジア開発銀行が提唱した Asian 
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